


令和6年度　第2回運営推進会議議事録
令和　7年3月10日
	事業所名
	デイサービス遊楽苑

	担 当 者
	蒔苗　裕貴子
	電話番号
	017-772-9981


	１．開催日時
	令和7年　3月10日（月）　　11時00分　～ 12時00分

	２．開催場所
	デイサービス遊楽苑ホール
	今年度開催回数（　2　回目）


	３．出 席 者

	出欠
	氏名
	構成員の属性

	
	○
	北山　理恵様
	（　青森市介護保険課　）

	
	○
	油川　優子様
	（　地域包括支援センター ）

	
	○
	阿部　正幸様
	（  町内会長代理　　　）

	
	○
	山口　佳代様
	（  民生委員　　　  　）

	
	○
	北山　恵子様
	（　ご利用者家族代表　　　）
　　　　　　　　　）

	
	
	
	　　　　　　　　　　

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	事業所側

	蒔苗　裕貴子
	（　法人代表・管理者　）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	４．活動状況の報告
	令和6年10月～令和7年3月までの通所者の状況報告と行事等の報告

	５．活動状況の評価
	（ご利用者ご家族）買い物等の行事はないのかと質問があった。現在事業所では、一つしか冷蔵庫がなく、食材の管理（生もの）等できないため、お花見他海と紅葉見学を実施予定である旨お伝えした。（包括支援センター）体重や身長測定が困難な方に、計算式での測定を実施している件について計算式での体重測定は（誤差はでるが）個別の推移はわかる方法であると評価を受けた。

	６．主な議題
	感染症の発生について・拘束虐待・ヒヤリハット・避難訓練について

	７．要望、助言等
	（青森市）感染症の市への報告は、職員の半分が罹患した場合を目安にしてください。（何日か営業が不可になった場合も連絡してください）　　　　　　　（民生委員）他施設で、手すり付きの椅子が拘束になるのではないかと、利用者を車いすに長時間座らせていた事例があり、今回意見を伺いました。不適切ではないかと思う場合は、担当者間で、個別の事例として話し合うことが大切だと思います。
（青森市）ご利用者が手すりのついた椅子に（他の皆様と一緒の状態で）長時間座ることは、問題ないです。むしろ、椅子に座る能力がある方を長時間車いすに座らせる行為は、問題あるかと思います。
（地域包括支援センター）職員配置を確認させて頂きたいです。
（ご利用者家族）機能訓練では、二つの事が同時にできるようなものを実施して欲しいです。

	８．意見等へ
の対応等
	1 感染症の取り扱いについて理解ができたので、必要時は報告します。
2 通常の体重計に上がれない方は、計算式での測定を継続します。
3 拘束虐待の早期発見の為に、不適切ケアのチェックは今まで通り継続します。
4 次回から、職員の勤務体制を資料に記載して報告します。
5 機能訓練で総合的な動作ができるように、会議後個別にご家庭を訪問し、利用者が電話を取った際、日時と名前を記載し家族に報告できるような訓練を行うことを決定しました。

	９．その他特記事項
	・次回の開催は令和7年9月中旬予定です。




